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　７月 20 日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで八千　７月 20 日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで八千
代海洋クラブの活動が行われ、参加した代海洋クラブの活動が行われ、参加した
子どもたちはライフジャケットの着用方子どもたちはライフジャケットの着用方
法や基本的なカヌーの操作を学びました。法や基本的なカヌーの操作を学びました。

主な内容主な内容

◎八千代町まちづくりレポート募集◎八千代町まちづくりレポート募集
・・・２ページ・・・２ページ

◎議会だより No.194・・・12 ～ 19 ページ◎議会だより No.194・・・12 ～ 19 ページ
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八千代町八千代町
まちづくりまちづくり
レポート募集レポート募集
応募期限：応募期限：９９月月６６日（金）必着日（金）必着
問い合わせ　まちづくり推進課地方創生係（内線３４２０）問い合わせ　まちづくり推進課地方創生係（内線３４２０）

高校生対象

募　集　内　容
将来、あなたが住み続けたい（住みたいと思える）八千代町にするために、

どのようなまちづくりを行っていけばよいかを提案するレポート

対　象　者
町内在住または在学中の高校生

そ　の　他

応　募　方　法
役場まちづくり推進課地方創生係に

申込書とレポートを郵送、持参またはメール

【応募者全員】
参加賞プレゼント

詳細は、右記二次元コードの
町ホームページをご覧ください。

【入賞者】
〇最優秀賞（１人）……賞状、副賞（３万円相当）
〇優秀賞（２人）……賞状、副賞（１万円相当）
〇佳作（２人）……賞状、副賞（５千円相当）
※入賞者は表彰式の際に作品を発表

詳詳細細ははここちちらら

茨茨城城県県結結城城郡郡八八千千代代町町菅菅谷谷502番番地地1
ＴＴＥＥＬＬ ００２２９９６６－－４４８８－－２２３３１１１１
EE--mmaaiill ssaawwaakkii--kk@@sswwkk--gg..ccoo..jjpp
ＵＵＲＲＬＬ swk-g.co.jp

茨茨城城県県知知事事登登録録旅旅行行業業 第第２２－－３３１１４４

ココーースス

八八千千代代町町７７：：５５００発発 ～～ 長長瀞瀞ラライインン下下りり ～～ 秩秩父父名名物物炙炙りり豚豚みみそそ丼丼（（昼昼食食）） ～～ 秩秩父父（（秩秩父父神神社社・・祭祭りり会会館館ななどど）） ～～ 花花園園フフォォレレスストト（（おお買買物物）） ～～ 八八千千代代町町１１９９：：３３００頃頃着着

【【貸貸切切ババスス代代・・昼昼食食代代・・長長瀞瀞ラライインン下下りり乗乗船船料料・・祭祭りり会会館館入入場場料料をを含含むむ】】

※自自社社ババスス（（ササワワキキ観観光光ババスス））ババススガガイイトト同同行行・・最最少少催催行行人人員員２２５５名名

※写写真真ははイイメメーージジでですす

旅旅行行代代金金
（（おおひひととりり様様））

出出発発日日：：９９月月２２８８日日（（土土））・・１１３３,００００００円円（（税税込込））

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00９９月月ののババススツツアアーーはは秋秋のの香香りりをを感感じじるる秩秩父父路路をを巡巡りりまますす。。迫迫力力満満点点のの長長瀞瀞ラライインン

くくだだりり３３kkmm約約２２００分分にに乗乗船船とと、、秩秩父父ののパパワワーーススポポッットト秩秩父父神神社社、、ユユネネススココ無無形形
文文化化遺遺産産「「秩秩父父夜夜祭祭」」をを紹紹介介すするる秩秩父父ままつつりり会会館館ををおお楽楽ししみみくくだだささいい♪♪
ススイイーーツツののテテーーママパパーークク「「花花園園フフォォレレスストト」」へへもも立立ちち寄寄りりまますす！！

広告
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鈴鈴のの樹樹 ハハウウススププララスス
鈴鈴木木 浩浩司司

住宅のお悩みは鈴の樹ハウスプラスにご連絡ください。

住宅メンテナンス・高気密 高断熱住宅・
リフォーム・外壁塗装 他

八千代町東蕗田 656-2
TEL 0296-49-1697

FAX 0296-49-1697
携帯 090-4928-4483LINE友だち追加 インスタやってます

広告 広告

◆対象児童（18 歳の年度末まで）
父母が離婚、死亡、障がいがある、生死不明、１年
以上遺棄している、１年以上拘禁されている、父ま
たは母が裁判所から保護命令を受けている、母が婚
姻によらないで生まれた児童
※児童に中度以上の障がいがある場合は、20 歳未満
　が対象となります。
※年金受給者は、受給額が少ない場合は差額分の
　手当を受けられます。

◆手当を受けられる人
 ・対象児童を監護し、かつ、生計を同じくしている
　父または母
 ・父母にかわって児童を養育している人
※事実上婚姻関係と同様の状況（事実婚）にある
　ときは、手当を受けられません。
◆手当の金額

対象児童数 全部支給 一部支給
１人 月額 45,500 円

月額 10,740 円
～ 62,670 円２人 月額 56,250 円

３人 月額 62,700 円

４人～ 所得に応じて
3,230 円～ 6,440 円ずつ加算

※手当を受ける方と同居している扶養義務者の前年
　の所得により支給が制限されます。
※支給開始から５年経過すると、手当額が減額されます。

　認定されている方は、毎年８月に

   現況届 の提出が必要です。

問い合わせ
こども家庭課子育て支援係（内線１４１１）

◆手当を受けられる人
身体、知的、精神に障がいがある 20 歳未満の児童を、
家庭で監護する父母または父母に代わって児童を養
育している人

◆対象となる障がいの程度
【１級】
①身体障害者手帳おおむね１級・２級程度に該当
　する人（内部的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定がⒶ・Ａ程度の知的障がい
　または同程度の精神障がいがある人

【２級】
①身体障害者手帳のおおむね３級程度に該当する人
　（内部的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定がＢ程度の知的障がいまたは
　同程度の精神障がいがある人
※障害者手帳を持っていない方も受けられます。

◆手当の金額

等級 月額（対象児童１人につき）

１級 月額 55,350 円

２級 月額 36,860 円

※所得による支給制限があります。

　認定されている方は、毎年８月に

   所得状況届 の提出が必要です。

問い合わせ
福祉介護課障がい福祉係（内線１３３０）

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当 特別児童扶養手当

手当を受けられる方であっても、
申請しない限り手当は支給されませんのでご注意ください。

▲詳細は
町ホームページ

▲詳細は
町ホームページ
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日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

高齢者の健康づくり

シルバーミニ講座 のご案内
　地域包括支援センターでは、介護予防事業の一環で、老人
クラブや高齢者サロンを対象にミニ講座を実施しています。
栄養、運動、お口の健康など、元気なうちから介護予防を
目指しませんか？

問い合わせ　地域包括支援センター（内線１３１０）

◆ 講座の内容 ◆
テ　ー　マ 講　　師

１ 　振り込め詐欺と地域防犯のはなし 　下妻警察署生活安全課職員
２ 　「認知症」を知ろう

　地域包括支援センター職員
３ 　わかりやすい「介護保険のはなし」
４ 　認知症予防！クイズに挑戦！「頭の体操」
５ 　元気なうちからはじめる健康づくり “ フレイル予防 ”
６ 　身近な薬の正しい知識 　県薬剤師会会員
７ 　高齢者を狙う悪質商法と対処法

　消費生活センター職員
８ 　暮らしと契約の基礎知識
９ 　元気はつらつ栄養学 　管理栄養士等
10 　自宅で手軽にできる体操 　茨城県リハビリテーション専門協会
11 　防災についてのはなし 　防災士等
12 　お口を元気にして “ 認知症を予防しよう ” 　歯科衛生士

◆ 実施時間……１時間程度
◆ 実施場所……地域の公民館など
◆ 申込方法……地域包括支援センターへ電話で申し込み
◆ 申込期限……実施希望日の２カ月前
　※すでに実施した地域でも、違ったテーマでご検討ください。
　※老人クラブ以外の団体でも対応します。
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広告広告

�/��(土)��:��～��:��
無料法律相談会を開催します
※初回相談の方限定・予約制

※事情によりお受けできないこともございます。

0 2 9 6 - 3 0 - 5 6 0 0ご予約はお電話・相談予約フォーム・
LINE にて受け付けております

電話受付時間：平日 � : � � ～ �� : � �

つくばね法律事務所
茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道 ��� 号線バイパス沿い・やすらぎの里しもつま隣り】

茨城県弁護士会所属：関　健太郎・門井　節夫・髙中　学・飯塚　夏樹・山本　大介

相談予約フォーム LINE 友だち追加

　５月 28 日、八千代地区農畜産物生産流通対策協議
会（会長 野村勇町長）が八千代町産タカミメロンの
PR を行いました。初めに、野村町長から「今年も、糖
度が非常に高く美味しいメロンができました。皆さん、
ぜひ八千代のメロンをご賞味ください」とあいさつ。
当日は町観光大使も参加して PR をしたほか、市場関
係者に試食を配布。実際に試食した方からは「すごく
甘くて美味しい」と好評をいただきました。

　６月 14 日から 16 日まで開催された八千代町産タカ
ミメロンの期間限定販売会を記念し、６月 15 日、町、
常総ひかり農業協同組合、イオンリテール株式会社な
どの代表者による意見交換会が行われました。意見交
換会終了後は、特別催事場で野村町長と常総ひかり農
業協同組合の堤隆代表理事組合長によるトップセール
スや試食の配布を実施。当日は町キッチンカーも出店
し、タカミメロンのスムージーを提供しました。

東京大田市場でＰＲ

イオンモール下妻でＰＲ

八千代町産タカミメロンをＰＲ

問い合わせ　産業振興課農業振興係（内線２３２０）
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

おからドーナツ選手権で２連覇

　４月７日、（一社）日本乾燥おから協会主催の第２回
おからドーナツ選手権で、有限会社高橋食品／とうふや
たかはし（高橋真弘代表取締役）が出品した「ぬくもり
おから DONUT プレーン」がプレーン部門で最優秀賞を
受賞しました。５月 20 日、高橋代表取締役が野村町長
を表敬訪問し、報告とともに受賞の喜びを語りました。

全国市町村教育委員会連合会功労者表彰

　全国市町村教育委員会連合会から功労者として表彰され
た赤松治さん（川尻）、関口英夫さん（大里）が6月4日、
野村町長から表彰状を伝達されました。赤松さんは、6年
6カ月間教育長として町の教育の発展に尽力し、全国町村
教育長会功労者表彰も受けられました。関口さんは、12年
間町教育委員会委員として町の教育振興に尽力されました。

「七夕まつり～星にねがいを～」を開催

　６月９日、図書館集会ホールで「七夕まつり～星に
ねがいを～」を開催しました。これは、子育て中の保
護者が気軽に集える交流の場こあらキッズハッピーサ
ロンで実施されたもので、短冊に願い事を書いたり、
人形劇や紙芝居を見たり、七夕の絵本の読み聞かせを
聞いたりして、参加者は楽しい時間を過ごしました。

町探検で梨の摘果作業を体験

　６月 12 日、川西小学校（根本亮平校長）の３年生の
児童 16 人が、総合的な学習の時間の授業で町内の梨畑
を訪れました。児童たちは、梨生産者の片野武男さん（新
井）から説明を受けた後、梨畑に移動して摘果作業を
体験したほか、積極的に質問をしたりメモをとったり
して、町の特産品である梨について学びを深めました。

シルバーリハビリ体操指導士へ感謝状

　地域住民の健康づくりや介護予防の推進に貢献した
ことにより、町シルバーリハビリ体操指導士の中山亨
さん（大渡戸）に県知事から感謝状が贈られました。
６月 17 日、役場町長室で感謝状の伝達式を実施。野
村町長から賞状を受け取った中山さんは「これからも
できる限り続けていきたい」と笑顔を見せました。

社会を明るくする運動メッセージ伝達式

　６月 20 日、社会を明るくする運動の内閣総理大臣メッ
セージ伝達が行われました。当日は、町社会を明るくする
運動推進委員会の大柳浩一会長が内閣総理大臣メッセージ
を代読し、木瀬副町長へ伝達。この運動は、すべての国民
が犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、安
全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な運動です。
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スポーツコーナー 問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果
■第 84 回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会

〔と　き〕４月２日（火）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕

男子の部
優　勝　高谷　尉（若）
準優勝　小口　男（若）
第３位　小梶龍一（若）
第４位　内海昌司（健友会）
第５位　内藤勝男（ＦＧＧ）
女子の部
優　勝　大竹早苗（ＦＧＧ）
準優勝　鈴木きみい（ＴＧＧ）
第３位　小竹政子（ＴＧＧ）
第４位　磯山弘子（ＦＧＧ）
第５位　古谷都美子（道六）

（敬称略）

■交流大会　八千代・境・古河・常総
〔と　き〕５月 14日（火）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕

男子の部
第４位　小口幸男
女子の部
優　勝　鈴木きみい
第４位　大竹早苗

■第 71 回八千代町ビーチボールバレー大会
〔と　き〕６月 16日（日）
〔ところ〕総合体育館
〔主　催〕八千代町ビーチボールバレー連盟
〔主な結果〕

一般の部
優　勝　ポプラブルー
準優勝　フリーズ
第３位　ポプラオレンジ

■三妻杯
〔と　き〕６月 23日（日）
〔ところ〕常総市鬼怒中学校、常総市三妻小学校
〔主　催〕常総バレーボールクラブ
〔主な結果〕
準優勝　八千代フェニックス

広告

優勝したポプラブルーの皆さん

優勝したマーブルの皆さん

ミックスの部
優　勝　マーブル
準優勝　トップタイガー
第３位　Ｔ＆Ｃ

３人の選手が世界硬式空手道選手権大会に出場
　６月 27 日、古河市尾崎の「力将道場」に所属する八千代第一
中学校１年生の坂入悠太さん、八千代高等学校２年次生の江戸大
河さん、中嶋結さんが全日本大会等の結果報告と世界大会への出
場報告のため、野村町長を表敬訪問しました。
　３人は、８月２日から４日に代々木第二体育館で行われる第３
回世界硬式空手道選手権大会 2024TOKYO 兼第 38 回全日本硬式
空手道選手権大会に出場します。 左から中嶋さん、野村町長、江戸さん、坂入さん
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ー
を
や
っ
て
い
て
今
も
時
間
が
あ
る
時
は
社

会
人
サ
ッ
カ
ー
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
お
父
さ
ん
。
野
球
も
大
好
き
な
の
で
一
緒
に

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
プ
ロ
野
球
観
戦
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
持
久
走
大
会
の
時
期
に
な

る
と
毎
日
一
緒
に
走
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
今
一
番
の
楽
し
み
は
、
毎
週

末
に
あ
る
ぼ
く
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
見
に
行
く
事

だ
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

応
援
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

大 好 き な 人

笑顔がいいね !♥

大
好
き
な
お
父
さ
ん

み ん な の 広 場

父　トゥエンさん
母　トゥエンさん

ホアン　ミン　カンちゃん　
令和５年 10月 23日生まれ（蕗田）

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

　須
す と う

藤 来
らいと

都 さん（中結城小６年）

秀
ひでのり

典 さん （父）　須
す と う

藤

農家の青木さんの元
で働くパパ。日本に
来て 10年、初の出産
でママも大変だけど
ミンくんの笑顔に夫
婦共に癒されていま
す。ミンが健康で元
気に育ってくれる事
がママとパパの願い
です！大好き♡

父　真一さん
母　加奈子さん

岩
いわさか

坂　律
りつ

ちゃん　
令和３年８月 21日生まれ（川尻）

明るくみんなを笑わ
せる子になってくだ
さい。
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避難所について考える

　先ごろ茨城県、八千代町合同の避難力強化訓
練を実施しましたところ、多くの町民の皆さま
にご参加いただきありがとうございました。
　訓練は、鬼怒川の水位が急激に上昇し氾濫危
険水位を超える見込みであり、県からの助言お
よび関係機関からの河川情報を受け、警戒レベ
ル４「避難指示」を発令し、町民に避難を呼び
かけたという想定でした。内容としては、自宅
から避難場所までのマイ・タイムラインを活用
した経路の確認・移動、避難所の模擬展示およ
び体験・避難所体験というものでした。私の職
員への問いかけは「まさに今、災害に襲われた時、
我々は即時対応ができるのか？備えはできてい
るのか？」であります。また、このことは、町
防災士の皆さんとの話し合いでも協議がなされ
ていますし、大事なことは、過去の事例から学ぶ、
あるいは想定する、工夫し備えることであると
思います。
　避難所ではどんな生活になるのでしょうか？
避難所も停電しています。避難所の生活は思っ
たより過酷で、知らない大勢の人と最低限の生
活をする場所であるとされています。さらに、
性別、LGBT への配慮、プライバシーの確保など
においては準備の段階から気をつけなければな

りません。特に女性の方や要支援者の方の安全
確保など問題はたくさんあります。
　また、私たちは電気・ガス・水・家のトイレ・
スマホを使わない生活ができるのでしょうか？
そばにあるのが当たり前で、このような日常生
活を体験していません。機会がほとんどないは
ずです。さらに、過去の避難所生活の問題点か
らの指摘はこちらです。
「避難所の準備にあたり、日ごろから女性目線で
の考え方を取り入れること」「避難所で人と違う
行動をするとトラブルの元になる」「精神的負担
から、におい、音、ペットなどに特に敏感になっ
ているため、ささいなことで人間関係が悪くなる」
「食事については過度の期待はできないと考える
べきである」これらのことから、町としましては、
１．プライベートテント、簡易トイレ、簡易ベッド、
　　大型発電機用備蓄倉庫が身近なところに必要
　　であること
２．避難所の設営等の準備には女性目線での考え
　　方が必要であること
３．避難所宿泊訓練を通して自分にとって何が
　　必要かを知り用意すること
この３点についての対策を早急に検討し、対処
したいと思います。

町の情報発信ツール町の情報発信ツール

　◆町公式アプリ

iPhone 版 Andriod 版

◆ 防災行政無線
　放送内容は、電話で確認することができます。
　℡ 0296-49-4321

◆ 防災情報メール配信サービス
　利用するには、登録が必要です。
　【登録方法】
　①右記二次元コードから
　　bousai.yachiyo-town
　　@raiden3.ktaiwork.jp
　　宛てに空メールを送信
　②返信されたメールに記載
　　されている URL にアクセス
　③配信を希望する項目を選び、
　　登録を押す
　④登録完了メールが届く

◆ 町公式ＬＩＮＥ

　  LINE  ID
　  @yachiyo_town

◆ 町公式ＳＮＳ

X（旧 Twitter） Instagram

Facebook YouTube空メール
作成はこちら

防災情報メール
利用案内
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役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

ま
せ
ん
か
？

日
時　

８
月
27
日
（
火
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所　

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

　

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　
（
内
線
１
４
１
１
）

　

ま
ち
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
「
屋
外
広
告
物
」
は
、
ま

ち
の
良
好
な
景
観
の
形
成
と
公
衆

に
対
す
る
危
害
防
止
の
点
か
ら
、

表
示
場
所
や
大
き
さ
な
ど
が
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。
表
示
す
る
と
き

は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
長
の
許

可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
種

類
ご
と
に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
許
可
期
間
の
満
了
後

も
引
き
続
き
表
示
す
る
場
合
は
、

更
新
許
可
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
（
内
線
２
４
２
０
）

   

県
内
で
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

関
係
の
支
援
を
し
て
い
る
団
体
・

関
係
機
関
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
（
金
）
午
後
１

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５　

　

茨
城
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
結

婚
相
談
か
ら
成
婚
に
至
る
ま
で
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時　

８
月
25
日
（
日
）
午
後
１

時
～
５
時

場
所　

下
妻
市
千
代
川
公
民
館

対
象
者　

独
身
成
人
男
女
お
よ
び

そ
の
親
族

持
ち
物　

身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
可
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
間　

８
月
５
日
（
月
）
～

14
日
（
水
）
正
午
～
午
後
７
時

　

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

県
西
地
域
活
動
協
議
会　

片
岡

　

０
９
０
‐
７
０
１
０
‐
７
２
９
５

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西
の
臨
時
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
を
提
出
す
る
際

に
、
仕
事
の
悩
み
を
相
談
し
て
み

　　　
８
月
12
日（
月
）～
16
日（
金
）は
、

次
の
施
設
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

対
象
施
設　

歴
史
民
俗
資
料
館
、

中
央
公
民
館
、
総
合
体
育
館
、
体

育
セ
ン
タ
ー
、
各
公
園
受
付
業
務

※
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
17

日
（
土
）
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
各
小
中
学
校

（
学
校
開
放
）
は
、
事
前
に
予
約

し
た
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
０
５
２
５

　

中
央
公
民
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
５
１
５

　

総
合
体
育
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

問 問TEL

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

TEL TEL問

町
内
の
施
設
休
館
の
お
知

ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報
伝達試験を行います。これは、全国瞬時警報システ
ム（J アラート）を用いた試験で、八千代町以外の
地域でもさまざまな手段で情報伝達試験が行われま
す。

日　　時　８月 28日（水）午前 11時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Jアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音
※ Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課消防防災係（内線３３１０）

ごみの野焼きは犯罪です！
◆トラブルの原因となります
　役場には「煙で咳が止まらない」といった健康被
害や「煙が家の中まで入ってくる」などの苦情が多
く寄せられています。野焼きは近所迷惑になるだけ
でなく、ダイオキシン類などの有害な物質が発生し、
人の健康への影響を及ぼします。
※法律の例外とされる野焼きであっても、近隣住民　
　から苦情があった場合は、指導の対象となること
　があります。

◆処罰の対象となります
　家庭から出るごみや農業用資材を焼却することは、
法律違反です。
※違反した場合、５年以下の懲役もしくは１千万円
　以下（法人は３億円以下）の罰金が科せられます。

◆火災として通報される可能性があります
　火災として間違われ、消防署に通報されたり、延
焼して火災の原因になったりすることがあります。

問い合わせ
環境対策課環境政策係（内線２５２０）
八千代地区交番　℡ 0296-48-0141

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
結
婚
相
談
会

問

問

問

問TEL出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

許
可
が
必
要
で
す
！

TEL

ひ
き
こ
も
り
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
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●人口 21,034 人 (1,900) ●男 11,068 人 (1,391) ●女 9,966 人 (509)
●世帯数 8,319 世帯 (1,650)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ７月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

日
時　

９
月
15
日
（
日
）
午
前
４

時
受
け
付
け
、
午
前
４
時
30
分
開

会
式
、
午
前
５
時
出
発
（
小
雨
の

場
合
で
も
集
合
）

集
合
場
所　

総
合
体
育
館

コ
ー
ス　

総
合
体
育
館
～
筑
波
山

神
社　
　
　

参
加
費　

７
０
０
円

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
窓

口
で
申
し
込
み

申
込
期
間　

８
月
７
日
（
水
）
～

31
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

※
朝
食
、
昼
食
は
各
自
持
参
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
小
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

願
し
ま
す
。

　

総
合
体
育
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

え
た
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費　
男
性
４
０
０
０
円
、
女

性
１
０
０
０
円

申
込
期
限　
８
月
26
日
（
月
）

※
参
加
者
全
員
に
メ
ロ
ン
１
玉
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
や
詳
細
は
、
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
の
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
農
政
課
農
政
係

　（
内
線
２
２
１
０
）

日
時　
９
月
14
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時　

場
所　
中
央
公
民
館
１
階
高
齢
者

研
修
室

対
象
者　
町
内
に
居
住
す
る
要
介

護
者
を
介
護
す
る
家
族
お
よ
び
介

護
に
興
味
の
あ
る
地
域
住
民
の
人

定
員　
20
人
程
度

内
容　
『
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
』

に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
各
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
費
用
な
ど
に
つ
い

て
の
講
話
、
そ
の
他
介
護
相
談
等

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
間　
８
月
13
日
（
火
）
～

９
月
６
日
（
金
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
内
線
１
３
１
０
）

時
～
４
時
30
分
（
午
後
０
時
30
分

受
け
付
け
）

内
容　
【
第
１
部
】
保
護
者
か
ら

の
体
験
発
表
（
午
後
１
時
10
分
～

１
時
50
分
）【
第
２
部
】
支
援
団

体
等
に
よ
る
個
別
相
談
（
午
後
２

時
～
４
時
30
分
）　

場
所　

県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
レ
ッ
ス
ン
室

申
込
方
法　

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
限　
８
月
９
日
（
金
）

　

筑
西
保
健
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
３
９
６
５

　

旬
の
フ
ル
ー
ツ
と
ス
イ
ー
ツ
を

食
べ
な
が
ら
、
会
話
が
弾
む
恋
活

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
い

し
い
フ
ル
ー
ツ
と
と
も
に
素
敵
な

出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
８
日
（
日
）
午
後
１

時
受
け
付
け

場
所　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

（
筑
西
市
玉
戸
１
０
５
３
‐
４
）

対
象
者　
25
歳
～
39
歳
の
独
身
男

女定
員　
男
女
各
15
人
（
定
員
を
超

「高血圧予防教室」のご案内

　「血圧が高いってどういうこと？」「くすりを飲ん
でさえいれば大丈夫？」など、血圧に関する疑問は
ありませんか？高血圧は心疾患や高脂血症、糖尿病
等に及ぼす影響が大きいと言われています。高血圧
のことをもっと知って、高血圧とうまく付き合いま
しょう。

日　    時　９月 12日（木）
　　　　　午後１時 30分～３時
場　    所　保健センター
定　    員     20 人（先着順）
参  加  費     無料
申込方法　電話で申し込み　
申込期限　８月 30日（金）

問い合わせ
保健センター　℡ 0296-48-1955

８月の納税等
町・県民税（第２期）
国民健康保険税（第２期）

後期高齢者医療保険料（第２期）
介護保険料（第３期）

納期は９月２日（月）です
税 務 課　（内線 1530）
国保年金課　（内線 1220）
　　　　　   （内線 1210）
福祉介護課　（内線 1320）

問

第２回『介護予防運動教室
（ココカラアップ教室）』参加者募集

　65歳以上の方が元気でいきいきと過ごせるよう、『介
護予防運動教室（ココカラアップ教室）』を開催します。

期　間　９月 12日（木）～ 11月 28日（木）のうち
　　　　毎週木曜日【全 10 回】
　　　　各日午後１時 30分～３時
場　所　中央公民館１階高齢者研修室
対象者　町内在住の 65歳以上の人
　　　　※要介護、要支援等の認定を受けていない人優先
定　員　20人（先着順）
参加費　無料
内　容
〇各専門職（薬剤師・理学療法士・管理栄養士・看護師・
　歯科衛生士・認知症キャラバンメイト等）による講話
〇リハビリ専門職による運動機能向上のための日常的な
　体操や自宅でも行える運動、腰痛予防体操等
※講座の初回と最後に、体力測定等の評価を行います。
申込方法　窓口または電話で申し込み
申込期限　８月 19日（月）～ 30日（金）

問い合わせ　地域包括支援センター（内線１３１０）

TEL 問

第
１
回
「
介
護
者
向
け
交

流
サ
ロ
ン
」
参
加
者
募
集

「
恋
す
る
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー

デ
ン
」
参
加
者
募
集

問

問TEL

募

集

募

集

第
46
回
町
民
歩
く
会
の
参

加
者
募
集

問
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税
の
負
担
調
整
措
置
等
を
令
和
８

年
度
ま
で
３
年
間
延
長
す
る
も
の

で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
の
賦
課
限
度
額
を
22
万
円
か
ら

24
万
円
に
、
低
所
得
者
の
均
等
割

額
を
軽
減
す
る
所
得
判
定
基
準
に

つ
い
て
、
５
割
軽
減
基
準
を
29
万

円
か
ら
29
万
５
千
円
に
、
２
割

軽
減
基
準
を
53
万
５
千
円
か
ら 

54
万
５
千
円
に
見
直
す
も
の
で

す
。

◇
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
管
理

者
が
兼
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

業
所
等
の
範
囲
の
明
確
化
、
関
係

条
文
の
条
項
及
び
文
言
の
整
理
を

す
る
も
の
で
す
。

◇
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

◇
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
医

療
改
善
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

　

脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
の

患
者
を
救
済
す
る
た
め
、
県
内
に

脳
脊
髄
液
減
少(

漏
出)

症
専
門

医
の
い
る
拠
点
と
な
る
病
院
を
少

な
く
と
も
一
か
所
確
保
す
る
こ

と
、
早
急
に
脳
脊
髄
液
減
少(

漏

出)

症
難
治
性
患
者
の
診
断
基

準
・
治
療
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
治
療
方
法
の
研
究
を
す
る
こ

と
、
脳
脊
髄
液
減
少(

漏
出)

症

難
治
性
患
者
を
指
定
難
病
へ
追
加

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長　

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
厚
生
労
働
大
臣

・
文
部
科
学
大
臣

・
茨
城
県
知
事

・
茨
城
県
保
健
医
療
部
長

◇
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
、
地
方
税
法
施
行
令

等
の
改
正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税

の
定
額
減
税
の
実
施
や
固
定
資
産

◇
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
が
９
月
14
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

16
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

中
山　
　

登
さ
ん
（
仁
江
戸
東
）

　

古
橋　

定
男
さ
ん
（
若
）

　

小
竹　
　

節
さ
ん
（
本
郷
）

　

中
山　

和
己
さ
ん
（
蕗
田
）

　

飯
岡　

祐
一
さ
ん
（
栗
山
）

　

秋
葉　

康
雄
さ
ん
（
舟
戸
）

　

髙
嶋　
　

尚
さ
ん
（
瀬
戸
井
）

　

大
久
保
光
正
さ
ん
（
菅
谷
西
）

　

髙
﨑　
　

隆
さ
ん
（
下
山
川
）

　

河
口　
　

博
さ
ん
（
平
塚
新
田
）

　

倉
持　
　

剛
さ
ん
（
松
本
）

　

中
茎　

克
博
さ
ん
（
高
崎
）

　

大
久
保
英
世
さ
ん
（
野
爪
）

　

猪
瀬　

明
子
さ
ん
（
栗
山
）

　

大
久
保
時
子
さ
ん
（
瀬
戸
井
）

　

爲
我
井
義
雄
さ
ん
（
佐
野
西
）

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９　

７
２
２
万
７
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
92
億
９
１
２
２
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主

な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
事
業
費
を
含
む
総
務
管
理
費

６月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９４

農業委員会委員の任命など 26 議案を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

　令和６年第２回定例会は、６月６日から 13 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から農業委員会委員の任命をはじめ、補正予算など 26 議案が提案され、審議の
結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は６月 12 日と 13 日に行われ、11 人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
管
理

者
が
兼
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

業
所
等
の
範
囲
の
明
確
化
、
関
係

条
文
の
条
項
及
び
文
言
の
整
理
を

す
る
も
の
で
す
。

◇
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ご
と
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
介
護
支
援

専
門
員
の
人
員
に
関
す
る
見
直

し
、
関
係
条
文
の
条
項
及
び
文
言

の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。

◇
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
指
定

居
宅
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
支

援
の
指
定
を
受
け
る
場
合
の
人
員

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
、

関
係
条
文
の
条
項
及
び
文
言
の
整

理
を
す
る
も
の
で
す
。

● 

議
員
提
出
議
案

● 

専
決
処
分

● 

人　

事

● 

予　

算
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◇
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

　

番
号
利
用
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
広
域
連
合
規
約
の
文
言
の
整

理
及
び
、
関
係
市
町
村
の
共
通
経

費
負
担
金
算
出
に
用
い
る
高
齢
者

人
口
の
基
準
日
を
整
理
す
る
も
の

で
す
。

　
◇
土
地
開
発
公
社
令
和
６
年
度
事

業
計
画
及
び
令
和
５
年
度
決
算

◇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◇
令
和
５
年
度
八
千
代
中
央
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◇
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書◇
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
事
故
繰
越
繰
越
計
算
書

１
億
７
８
６
４
万
５
千
円
。
低
所

得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給

付
金
給
付
費
を
含
む
社
会
福
祉
費

２
億
１
２
２
８
万
７
千
円
。
予
防

接
種
事
業
費
を
含
む
保
健
衛
生

費
５
５
６
万
６
千
円
。
農
業
団

体
等
支
援
事
業
費
６
６
５
２
万

円
。
イ
ベ
ン
ト
事
業
費
１
５
０
万

円
。
道
路
維
持
修
繕
事
業
費

１
億
２
６
０
０
万
円
。
小
学
校
施

設
管
理
事
業
費
を
含
む
小
学
校
費

１
０
２
万
９
千
円
等
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
６
５　

万
８
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

30
億
７
０
５
１
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
歳
出
の
内
容
は
、
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料
を
含
む
総
務

管
理
費
４
６
５
万
８
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

◇
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
医

療
改
善
に
関
す
る
請
願

　【
提
出
者
】

　
　

篠
原　

克
子
さ
ん

　
　
　

（
審
議
結
果
：
採
択
）

● 

請　

願

● 
報　

告

議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

上
野　

政
男

審議結果

八千代町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の専決処分事項の承認を求めることに
ついて

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案承認

八千代町指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の専決処分事項の承認
を求めることについて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案承認

八千代町指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の専決処分事項の
承認を求めることについて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案承認

八千代町指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例の専決処分事項の承認を求める
ことについて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案承認

八千代町指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例の専決処分事項の承認を求める
ことについて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案承認

令和６年度八千代町国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

茨城県後期高齢者医療広域連合規約の変更に
ついて

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対　欠 欠席　ー議長は採決に加わらない。

令和６年６月（第２回）定例会　議案 審議結果

● 

そ
の
他
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た
際
に
は
、
食
糧
危
機
が
起
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、

本
町
の
農
業
は
非
常
に
重
要
な
位

置
付
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

町　

長　

大
規
模
災
害
が
起
き
た

際
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
食
料
を
安

定
的
に
供
給
す
る
大
き
な
使
命
が

本
町
に
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
農
地
活
用
の
地
域
計

画
の
策
定
に
向
け
て
、
小
学
校
区

ご
と
に
農
業
の
担
い
手
や
土
地
改

良
区
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
な
ど

地
域
の
農
業
関
係
者
と
の
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
商
社
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
が
、
本
町
の
農
業
と
の
連
携
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

今
年
度
、
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
内
の
加
工
施
設
を
改
修
す

る
予
定
で
す
。
地
場
産
品
等
を
活

用
し
た
加
工
品
の
開
発
が
よ
り
一

層
進
む
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
を
地
域
商
社
で
あ

る
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
が
中
心
と

な
っ
て
販
路
を
開
拓
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
で
、
メ
イ
ド
イ
ン
八
千
代

を
全
国
に
発
信
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
現
在
約

38
％
で
、
政
府
は
45
％
へ
の
引
き

上
げ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
人
口
が
８
割
減
少
す
る

と
の
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。
本

町
で
も
こ
の
目
標
に
向
け
て
、
農 安

やす

田
だ

 忠
ただ

司
し

 議員

八

千

代

町

の

農

業

の

現

状

と

今

後

の

あ

り

方

に

つ

い

て

業
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
現
状
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

本
町
の
農
業
者

数
に
つ
い
て
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
平
均
年
齢
は
県
内
市
町

村
で
２
番
目
に
若
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
農
業
の

中
心
的
な
担
い
手
で
あ
る
認
定
農

業
者
数
も
、
近
年
は
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
が
比
較
的
元
気
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
は
農
地
の
基
盤
整
備
と
集
約
化

が
重
要
で
す
。
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

若
地
区
に
お
い

て
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
地
域
で
の

話
し
合
い
を
行
い
、
農
地
の
売
買

等
を
進
め
な
が
ら
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
約
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

首
都
圏
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
起
き

　

要
介
護
４
、
５
の
方
で
も
受
給

出
来
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、
制
度
を
周

知
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

他
自
治
体
の
調

査
・
研
究
を
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

○
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　

学
校
体
育
館
は
災
害
時
に
指
定

避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
空
調
設
置
を
早
急
に
行
う

べ
き
と
考
え
ま
す
。

町　

長　

令
和
７
年
度
の
設
置
を

目
標
に
手
続
き
を
進
め
、
児
童
生

徒
及
び
教
職
員
の
体
調
管
理
に
配

慮
し
た
学
校
の
環
境
整
備
に
努
め

ま
す
。

　

環
境
省
は
今
年
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
指
定
・
設
置
に
関

す
る
手
引
を
示
し
ま
し
た
。
設
置

特

別

障

害

者

手

当

に

つ

い

て

　

本
町
の
特
別
障
害
者
手
当
の
受

給
者
は
８
名
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
非
常
に
少
な
い
支
給
件
数
で

す
が
、
受
給
対
象
者
の
範
囲
と
周

知
方
法
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

保
健
福
祉
部
長　

支
給
条
件
は
、

在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
対
象

の
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
は
診
断

書
に
基
づ
い
て
判
断
し
ま
す
が
、

概
ね
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、

２
級
程
度
、
療
育
手
帳
の
マ
ル
Ａ
、

Ａ
程
度
の
障
害
が
重
複
す
る
等
、

著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
周
知
方

法
に
つ
い
て
は
、
全
戸
配
布
の

八
千
代
町
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
で

す
。

赤
あか

塚
つか

 千
ち

夏
なつ

 議員

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
11
名
が
登
壇

計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

役
場
と
図
書
館
の
２
カ

所
を
指
定
す
る
予
定
で
す
。
図
書

館
が
休
館
日
と
な
る
月
曜
日
や
祝

日
の
翌
日
は
役
場
を
利
用
す
る
と

い
う
形
が
と
れ
、
少
な
く
と
も
ど

ち
ら
か
一
方
の
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
指
定
日
は

７
月
１
日
の
予
定
で
す
が
、
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
か
ら
涼

し
く
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

町　

長　

昨
年
、
浴
室
等
の
大
規

模
な
改
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
新
た
な
客
層
の
拡
大
を
目
指

し
て
機
能
性
向
上
の
た
め
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
国
の
補
助
金
の
活
用
も
考
え

な
が
ら
、
再
整
備
計
画
の
具
体
案

を
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

は
医
療
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
す
の
で
、
今
後
、
近
隣
自
治
体

の
状
況
調
査
や
関
係
機
関
と
も
協

議
を
行
い
、
導
入
に
つ
い
て
検
討

い
た
し
ま
す
。

○
引
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

　

引
き
こ
も
り
支
援
は
、
本
人
の

意
思
を
尊
重
し
、
自
立
の
力
を
中

心
に
置
い
た
支
援
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
本
人
と
家
族
の
考
え

は
異
な
る
と
し
た
上
で
、
家
族
全

体
へ
の
適
切
な
支
援
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
本
町
の
引
き
こ
も
り
へ
の

支
援
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

相
談
窓
口
と
し

て
、
役
場
の
福
祉
介
護
課
や
健
康

増
進
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
で

本
人
や
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か

ら
八
千
代
町
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

は
も
と
よ
り
、
県
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
や
筑
西
保
健
所
、
並
び
に

児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
や
連
携
を
さ
ら
に
強
化

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
に

よ
り
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢

者
や
難
聴
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で

き
、
役
場
に
導
入
す
れ
ば
窓
口
業

務
の
時
間
短
縮
も
見
込
ま
れ
、
住

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
導
入
に
つ
い
て
は
他
自
治
体

の
導
入
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

○
病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

共
働
き
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、

病
児
保
育
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高

ま
り
ま
す
。
現
在
、
病
気
に
な
っ

た
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
児
保

育
事
業
に
対
す
る
町
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
本
町
で

は
病
児
保
育
事
業
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
病
気
の
回
復
期
の
子

供
を
一
時
的
に
保
育
す
る
病
後
児

保
育
事
業
を
町
内
一
カ
所
の
保
育

園
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

子
供
の
病
気
へ
の
支
援

は
子
育
て
支
援
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
一
方
で
、
こ
の
事
業

で
す
の
で
、
宿
泊
施
設
の
建
設
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
県
の
担
当
部

署
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
宿
泊

施
設
の
誘
致
を
進
め
た
い
と
考
え

ま
す
。

○
憩
遊
館
の
再
整
備
計
画
に
つ
い

て
　

憩
遊
館
は
築
30
年
近
く
が
経
過

し
、
今
後
も
定
期
的
な
点
検
や
修

繕
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
繋
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
改
善
の
余
地

は
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
老

朽
化
対
策
と
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

場
づ
く
り
を
含
め
た
再
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

民
間
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
利
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
憩
遊
館
内
の

旧
そ
ば
処
に
つ
い
て
、
６
月
か
ら

飲
食
の
提
供
が
再
開
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
日
の
夜
に
つ
い

て
も
館
内
で
飲
食
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
休
止
し
て
い
た
宴
会
の
対

応
に
つ
い
て
も
再
開
で
き
る
見
込

み
で
あ
り
、
施
設
の
利
用
促
進
に

宿

泊

施

設

の

整

備

に

つ

い

て

　

コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
は
建
築
コ
ス

ト
が
安
い
こ
と
か
ら
、
低
料
金
で

の
利
用
が
可
能
で
、
利
用
頻
度
に

よ
っ
て
客
室
数
を
増
減
で
き
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
災
害
用
の
緊
急
避

難
所
と
し
て
の
役
割
や
移
動
可
能

な
こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体
で
の

進
出
が
目
立
ち
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
も
、
地
方
創
生
の
起
爆
剤
と

し
て
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
辺

に
コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
を
誘
致
し
町

施
設
と
併
設
す
る
こ
と
で
、
町
側

と
企
業
側
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

見
込
め
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

町　

長　

コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
に
つ

い
て
、
八
千
代
町
で
の
可
能
性
を

話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
温
泉
施
設

を
備
え
た
も
の
は
近
く
に
な
い
の

で
、
か
な
り
の
期
待
が
持
て
る
と

い
う
話
を
リ
サ
ー
チ
の
段
階
で
は

受
け
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
周
辺
は
市
街
化
調
整
区
域

水
みず

垣
がき

 正
まさ

弘
ひろ

 議員

赤
あか

荻
おぎ

 妙
たえ

子
こ

 議員
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も
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体

と
な
り
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
現
在
作
成
中
で
す
。

　

訓
練
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
研
修

会
や
県
社
協
と
市
町
村
社
協
が
共

催
で
実
施
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
運
営
訓
練
、
ま
た
実
際
の
被
災

地
へ
の
支
援
に
職
員
を
派
遣
し
、

そ
こ
で
得
た
経
験
等
の
共
有
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

体
制
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
野
球

部
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
合
同

の
チ
ー
ム
を
作
る
と
い
う
形
で
話

が
進
ん
で
い
ま
す
。
部
活
動
を

合
同
で
行
う
こ
と
に
関
し
て
は
、

八
千
代
町
中
学
校
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
推
進
協
議
会
で
も
合
意
を
得
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
自
分

の
夢
を
追
い
か
け
、
民
間
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
行
く
子
も
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
は
月
謝
や
遠
征

費
な
ど
多
く
の
お
金
が
か
か
り
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夢
を
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
、
町
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町　

長　

私
は
、
八
千
代
町
の
子

ど
も
た
ち
が
、
他
自
治
体
に
引
け

を
と
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
お
金
の
問
題
で
妨
げ
る
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
町
民
各
位
の
意
向
等
を
ふ
ま

え
て
、
協
議
・
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　

　

八
千
代
町
の
子
ど
も
た
ち
が
健

全
に
成
長
し
、
将
来
の
日
本
を
担

う
存
在
と
な
る
た
め
に
は
、
地
域

と
協
力
し
て
優
れ
た
人
材
を
確
保

す
る
よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
部
活
動
の
地
域

部

活

動

に

つ

い

て

移
行
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
重
要

な
施
策
だ
と
考
え
ま
す
。
町
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

八
千
代
町
に
お
い
て

も
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
休
日

の
部
活
動
の
地
域
移
行
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
を
主
管
と
し
て
「
八
千
代
町

中
学
校
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
協

会
」
を
組
織
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
学
校

と
連
携
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
子
ど
も
た
ち
は

少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と

単
独
の
中
学
校
で
は
成
り
立
た
な

く
な
る
部
活
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
し
た
部
活
を
モ
デ

ル
と
し
て
部
活
を
統
合
す
る
こ
と

に
関
し
て
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

教
育
長　

現
在
、
八
千
代
一
中
と

東
中
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
休
日
の
練

習
を
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
９

月
か
ら
の
新
人
戦
に
向
け
て
の
新

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
空
き
家
や
公
共
施
設
等
を

利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
近
隣
市
町
で
既
に
整

備
さ
れ
て
い
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
利
用
率
も
調
査
し

た
上
で
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

○
被
災
時
の
初
動
体
制
構
築
に
つ

い
て

　

災
害
時
に
は
、
早
急
な
対
応
が

町
民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
復
興
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
備
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
を

最
大
限
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
当
た
っ
て
、

現
在
の
準
備
状
況
、
訓
練
の
予
定

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
等
に
関

す
る
協
定
書
に
基
づ
き
、
町
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
協
議
し
、
運
営

に
つ
い
て
は
町
と
の
連
携
体
制
の

改
正
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
法

を
基
に
し
た
人
口
増
施
策
に
つ
い
て

　

改
正
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤

整
備
法
に
あ
わ
せ
て
、
特
定
居
住

促
進
協
議
会
の
設
立
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
八
千
代
町
も
立
ち
上

げ
る
予
定
は
あ
る
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

町　

長　

協
議
会
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う

調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

環
境
等
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

若
い
世
代
へ
の
二
地
域

居
住
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
本

町
に
い
な
が
ら
に
し
て
仕
事
が
で

き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
方
が
同

じ
ス
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
す
る
コ 谷

や

中
なか

 理
り

矩
く

 議員

大
おお

里
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史
し

 議員
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に
よ
り
、
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
対
す

る
報
奨
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
推
進
委
託
事
業
と

し
て
今
年
度
は
50
万
円
を
予
算
化

し
、
猟
友
会
の
活
動
に
対
し
て
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

作
放
棄
地
を
解
消
す
る
計
画
で
、

昨
年
度
は
約
１
㏊
の
耕
作
放
棄
地

を
解
消
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

昨
年
度
、
町
外
の
企
業

２
社
か
ら
町
内
で
農
業
に
取
り
組

み
た
い
と
の
相
談
が
あ
り
、
地
権

者
と
の
調
整
を
図
り
、
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽

培
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
約
２
．
５
㏊
の
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
カ
ラ
ス
、
ア
ラ

イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
に
対
し
て
茨
城
県
が
報

奨
金
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
も
報
奨
金
を
出
す
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

産
業
建
設
部
長　

町
で
は
、
カ
ラ

ス
等
の
鳥
類
に
つ
い
て
は
猟
友
会

へ
の
捕
獲
依
頼
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
獣
類
に
つ
い
て

は
箱
罠
の
貸
し
出
し
を
行
う
こ
と

耕

作

放

棄

地

に

つ

い

て

　

耕
作
放
棄
地
は
、
大
雨
の
時
な

ど
は
、
周
辺
の
水
路
に
ま
で
影
響

が
あ
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
火

災
発
生
の
原
因
に
も
な
る
な
ど
、

生
活
環
境
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

毎
年
、
農
業
委

員
会
が
行
っ
て
い
る
農
地
利
用
状

況
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
水
田

で
約
46
㏊
、
畑
で
16
㏊
、
合
計
約

62
㏊
の
耕
作
放
棄
地
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
確
認
さ
れ
た
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
意
向

調
査
を
行
っ
た
上
で
、
必
要
に
応

じ
て
指
導
の
実
施
や
担
い
手
へ
の

集
積
、
企
業
や
新
規
就
農
者
等
の

新
た
な
担
い
手
の
参
入
な
ど
、
解

消
に
向
け
た
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
安
静
地
区
の
新

地
行
政
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
で
は
、
５
年
間
で
約
３
㏊
の
耕

え
て
き
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
に
対
す
る
支
援
と
し
て
実

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長　

他
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
を
参
考
に
し
、
校
内
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
導
入
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
い
た
し
ま
す
。

○
教
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

　

長
時
間
勤
務
が
原
因
で
、
退
職

と
な
っ
て
し
ま
う
教
員
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
本
町
の
教
員
の
在
校

時
間
と
、
負
担
が
大
き
い
学
級
担

任
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

令
和
５
年
度
の
時
間

外
勤
務
時
間
の
調
査
結
果
で
は
、

小
学
校
教
員
が
月
平
均
29
．
６
時

間
、
中
学
校
教
員
が
月
平
均
33
．

１
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
級

担
任
の
教
員
へ
の
負
担
軽
減
と
し

て
、
日
課
表
の
見
直
し
や
行
事
の

精
選
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

外
部
指
導
員
や
相
談
員
、
支
援
員

等
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
を
全
学
校
に
取
り
入
れ
、

適
用
問
題
等
の
プ
リ
ン
ト
作
成
や

採
点
業
務
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
の
令
和
４
年
度
の

調
査
に
よ
る
と
、
県
内
の
小
中
学

校
で
30
日
以
上
欠
席
し
た
不
登
校

の
児
童
生
徒
数
は
過
去
最
多
を
記

録
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
本
町
の

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
人
数
と
、

不

登

校

の

児

童

生

徒

に

つ

い

て

そ
の
要
因
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
子
た
ち
に
対
す

る
支
援
体
制
に
つ
い
て
も
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

教
育
部
長　

令
和
６
年
３
月
末
時

点
で
、
小
学
校
の
不
登
校
児
童
は

８
名
、
中
学
校
の
不
登
校
生
徒
は

８
名
、
計
16
名
で
す
。
要
因
に
つ

い
て
は
、
「
無
気
力
・
不
安
」
が

一
番
多
く
、
「
学
業
不
振
、
親
子

の
関
わ
り
方
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
」
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援

体
制
に
つ
い
て
は
、
担
任
、
学
年

主
任
、
養
護
教
諭
、
生
徒
指
導
主

事
な
ど
多
く
の
教
職
員
が
日
々
の

対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

活
用
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
け

や
き
の
家
」
や
県
派
遣
指
導
主
事

等
も
含
め
た
ケ
ー
ス
会
議
の
実
施

や
家
庭
訪
問
の
実
施
等
を
通
し

て
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
や
そ
の

保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増

大
おお

久
く

保
ぼ

 武
たけし

 議員
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互
に
連
携
し
、
協
議
す
る
場
と
し

て
、
境
町
、
五
霞
町
と
の
３
町

で
「
境
・
八
千
代
・
五
霞
権
利
擁

護
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
制
度
の

周
知
・
啓
発
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

出
前
講
座
、
及
び
学
習
会
等
を
通

し
て
、
広
く
町
民
へ
の
制
度
周
知

と
理
解
向
上
に
努
め
ま
す
。

取
得
へ
の
補
助
を
行
い
、
地
域
の

防
災
力
低
下
を
防
い
で
い
ま
す
。

　

団
員
報
酬
の
増
額
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

団
員
報
酬
は
、
出
動
や

そ
の
労
苦
へ
の
対
価
で
あ
り
、
ま

た
、
消
防
団
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
促
し
、
団
員
募
集
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

団
員
の
活
動
参
加
状
況
や
周
辺
市

町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
報
酬
額
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

家
計
に
占
め
る
国
民
健
康
保
険

税
の
割
合
は
大
き
く
、
町
独
自
の

支
援
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

町　

長　

国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
緩
和
を
図
る
た
め
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
は
町
税
が
財
源
で
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
理
解
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
加
入
者
の
皆
様
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
制
度
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
審
議
し
た
う
え
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

将
来
的
に
行
政
区
は
存
続
で
き

る
と
考
え
ま
す
か
。

町　

長　

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
が
そ

れ
ぞ
れ
補
い
あ
い
、
地
域
の
共
助

行

政

区

制

度

の

今

後

の

あ

り

方

に

つ

い

て

の
精
神
を
維
持
し
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　

区
長
等
の
報
酬
に
つ
い
て

町　

長　

区
長
報
償
等
の
金
額
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体
と
比
較

し
て
高
い
水
準
で
す
が
、
非
常
に

多
く
の
業
務
を
依
頼
し
て
い
る
状

況
で
す
の
で
、
単
純
に
比
較
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
区
長
へ
の
依
頼
業
務

の
削
減
な
ど
を
進
め
ま
す
と
と
も

に
、
地
区
長
を
は
じ
め
行
政
区
長

の
皆
さ
ま
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、
適
正
な
報
償
費
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
町
消
防
団
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て

　

町
消
防
団
の
待
遇
に
つ
い
て

町　

長　

福
利
厚
生
の
充
実
を
目

的
と
し
て
、
消
防
団
応
援
の
店
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
免
許

動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が
市

町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
、
令
和
３

年
に
は
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が

努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。
進
捗

状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
に
は
、
令
和
６
年
３
月
１
日

現
在
で
、
１
４
２
２
名
の
方
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本

人
の
同
意
の
上
で
個
別
避
難
計
画

を
作
成
し
た
方
は
８
０
３
名
で

す
。

○
一
人
暮
ら
し
対
策
に
つ
い
て

　

本
町
の
高
齢
者
福
祉
計
画
で

は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
利

用
状
況
の
実
態
と
具
体
的
な
取
り

組
み
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
ま
た
、
制
度
の
周
知
・
啓
発

の
強
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

水
戸
家
庭
裁
判

所
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
利
用

者
は
36
名
で
す
。
成
年
後
見
制
度

利
用
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
本
人
や
親
族
等
に
必
要
な
支

援
を
行
え
る
よ
う
、
法
律
・
福
祉

の
専
門
職
団
体
や
関
係
機
関
が
相

防

災

対

策

に

つ

い

て

　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で

は
、
水
道
設
備
が
広
範
囲
で
損
傷

し
、
断
水
の
長
期
化
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
の
水
道
管

の
耐
震
化
率
、
老
朽
管
化
率
及
び

更
新
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

産
業
建
設
部
長　

本
町
の
水
道
管

の
耐
震
化
率
は
、
約
０
．
３
％
で

す
。
老
朽
管
は
、
令
和
13
年
度
よ

り
発
生
し
、
令
和
21
年
ま
で
に
、

全
体
の
約
87
％
が
耐
用
年
数
を
迎

え
ま
す
。
水
道
管
更
新
計
画
に
つ

い
て
は
令
和
７
年
度
に
作
成
し
、

令
和
９
年
度
よ
り
水
道
管
の
更
新

を
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
更
新

工
事
の
早
期
着
工
に
向
け
て
努
力

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
よ
り
、
支
援
を
必
要
と

す
る
方
の
名
簿
で
あ
る
「
避
難
行

増
ます

田
だ

 光
みつ

利
とし

 議員

𠮷
よし

田
だ

 安
やす

夫
お

 議員



19　　広報やちよ№ 778　2024.8 月号

が
な
け
れ
ば
、
人
は
来
て
く
れ
ま

せ
ん
の
で
、
独
自
性
の
あ
る
取
り

組
み
の
中
で
移
住
・
定
住
を
進
め
、

そ
し
て
八
千
代
町
で
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
使

命
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町　

長　

人
口
減
少
の
原
因
の
一

つ
と
し
て
若
年
層
の
女
性
の
転
出

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
学
生
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

女
性
の
生
徒
の
方
が
都
会
へ
の
憧

れ
が
強
い
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
安
静
地

区
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
町
内
全

体
の
話
だ
と
考
え
ま
す
。

　

結
婚
し
な
い
人
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
は
一
つ
の
考
え
で
す
が
、

例
え
ば
結
婚
相
談
員
に
対
し
て
、

婚
姻
成
立
に
対
し
て
報
奨
金
を
出

す
と
い
う
の
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
八
千
代

町
の
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
互
い

に
切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
、
大
人
の
責
任

だ
と
考
え
ま
す
。

町　

長　

結
婚
相
談
員
に
対
す
る

報
奨
金
は
興
味
深
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
税
金
で
す
の

で
、
よ
く
検
討
し
て
議
会
の
皆
様

と
も
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
に
魅
力

今
後
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
つ
い
て

　

町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

数
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
き
ま
す

か
。
ま
た
、
八
千
代
町
の
人
口
を

増
加
に
転
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

今
後
５
年
間
で
小
学
生

児
童
数
は
２
０
１
人
減
少
（
約

22
％
減
）
、
中
学
生
生
徒
数
は
34

人
減
少
（
約
７
％
減
）
、
合
計
で

約
２
３
５
人
減
少
（
17
％
減
）
と

な
り
ま
す
。

町　

長　

人
口
減
少
へ
の
対
策
と

し
て
、
住
環
境
、
教
育
環
境
、
福

祉
、
防
災
及
び
都
市
機
能
を
充
実

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

安
静
地
区
は
中
結
城
地
区
に
次

ぐ
世
帯
数
な
の
に
、
小
学
生
の
人

数
は
４
番
目
で
す
。
原
因
は
何
と

考
え
ま
す
か
。

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機
関

に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴
え

る
手
段
の
こ
と
で
す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

議
会
の
豆
知
識

「
一
般
質
問
」

　

議
員
が
議
長
の
許
可
を
得

て
本
会
議
で
行
う
質
問
の
こ

と
で
す
。

　

住
民
か
ら
重
大
な
関
心
と

期
待
を
持
た
れ
て
い
る
行
財

政
全
般
に
つ
い
て
執
行
機
関

に
問
い
か
け
、
議
員
自
ら
の

政
策
提
言
を
行
っ
た
り
、
政

治
姿
勢
を
示
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
大
事
な
議
員
活

動
の
場
で
す
。
質
問
す
る
議

員
、
そ
れ
を
受
け
る
執
行
機

関
と
も
に
十
分
な
準
備
が
必

要
に
な
る
た
め
通
告
制
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
一
般
質
問

を
行
う
場
合
に
は
通
告
書
に

質
問
の
要
旨
を
記
入
し
て
事

前
に
議
長
に
提
出
し
ま
す
。

　

質
問
の
要
旨
や
質
問
を
行

う
順
序
は
、
定
例
会
の
初
日

に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
議
会
の
傍

聴
や
施
設
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
団
体
や
学
校
の

社
会
科
見
学
な
ど
に
お
取
り

入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
９
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
８

月
下
旬
に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

簡単な受付で傍聴することができます

大
おお

久
く

保
ぼ

 敏
とし

夫
お

 議員
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熱中症に注意！熱中症に注意！

こまめに水分をとろう 通気性の良い服を着よう 適度に休憩をとろう

日陰を利用しよう 涼しい時間帯に活動しよう 適切な温度に設定しよう

さまざまな熱中症対策

熱中症特別警戒アラート

●熱中症特別警戒アラートとは
　気温が著しく高くなることで、熱中症による重大な健康被害が生じる
おそれがある場合に環境省が発表する情報です。

●どんなときに発表される？
　茨城県内の暑さ指数情報地点で、翌日の
最高暑さ指数（WBGT）が 35 に達する
場合に発表されます。町では、防災無線等
でお知らせします。また、右記二次元コード
から発表状況を確認できます。

　熱中症特別警戒アラートが発表された際は、
熱中症予防行動を普段以上に徹底しましょう。

クーリングシェルターを利用しよう
●クーリングシェルターとは
　誰もが利用でき、暑さをしのげる施設として市町村が指定した施設のこと
です。町では、下記の施設が指定されています。ぜひご利用ください。

場所 所在地 座席数 開放のタイミング

図書館　①喫茶コーナー
　　　　②会議室 菅谷 561 番地 1 ① 15

② 20
①平時から
②熱中症特別警戒アラート発表時のみ

役場庁舎１階町民ホール 菅谷 1170 番地 ８ 平時から

八千代グリーンビレッジ憩遊館 松本 592 番地 10 平時から

※利用可能日時は、各施設の開所日時により異なります。
※クーリングシェルターは今後も追加予定です。最新情報は、町ホームページをご覧ください。

問い合わせ　保健センター　℡ 0296-48-1955

◀熱中症予防
　情報サイト
　（環境省）


